
森林の転用状況は、直近の10年間（1990.4～2000.4）で1990年までの10年間（1980.4～1990.3）と比較して大幅に減少
（35%減）している。

全ての用途で減少している中で、ゴルフ場・レジャー施設等への転用だけが増加している。

特に地方圏で農用地への転用が大幅に減少（77%減）している。

モニタリング項目：土地利用の動向 視点：森林の利用状況の変化及び課題の状況はどうか。

指標：森林の転用状況

出典：「世界農林業センサス」をもとに国土交通省国土計画局作成

森林の転用用途別面積の推移（全国、三大都市圏、地方圏別）
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■国土のモニタリング


